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創
価
学
会
調
査
報
告

本
当
に
日
蓮
宗
僧
侶
が
創
価
学
会
員
に
な
っ
た
の
か

新
宗
教
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

創
価
学
会
発
行
の
月
刊
誌
『
第
三
文
明
』
平
成
十
二
年
二
月
号
に
、「
感
動
再
録
・
他
宗
の
僧
侶
も
入
会
す
る
時
代

真
実
の
宗
教
を

求
め
て

元
身
延
派
日
蓮
宗
高
橋
一
淳
さ
ん
の
場
合
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
た
。

実
名
と
顔
写
真
が
載
っ
て
い
る
高
橋
一
淳
な
る
人
物
は
、
記
事
の
な
か
で
は
北
海
道
札
幌
市
内
の
身
延
派
日
蓮
宗
住
職
（

）
と
な
っ

て
い
る
。

創
価
学
会
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
機
関
誌
「
聖
教
新
聞
」
三
月
二
十
六
日
付
記
事
で
、
第
四
十
四
回
本
部
幹
部
会
で
秋
谷
栄
之
助
会
長

が
、「
昭
和
三
十
年
の
小
樽
問
答
に
出
席
し
て
い
た
身
延
派
の
僧
侶
が
、
学
会
は
正
し
い
と
認
め
、
青
年
部
の
折
伏
で
入
会
し
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語
り
、
同
紙
四
月
十
八
日
付
コ
ラ
ム
「
名
字
の
言
」
欄
で
、「
さ
き
ご
ろ
北
海
道
で
、
日
蓮
宗
僧
侶
が
入
会
し

た
」
と
書
き
、
同
じ
く
四
月
二
十
一
日
付
記
事
で
、
野
村
繁
敏
副
会
長
（
北
海
道
書
記
長
）
も
同
様
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
。

本
当
に
、
日
蓮
宗
僧
侶
が
創
価
学
会
員
に
な
っ
た
の
か
。

『
第
三
文
明
』
記
事
は
、
次
の
よ
う
な
要
旨
で
あ
る
。
北
海
道
市
内
の
男
子
部
地
区
リ
ー
ダ
ー
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
付
き
合
い
の

あ
る
身
延
派
日
蓮
宗
住
職
を
入
会
さ
せ
、
謗
法
払
い
を
済
ま
せ
、
一
月
二
日
に
御
本
尊
を
迎
え
さ
せ
た
。
自
分
が
死
ん
だ
ら
学
会
の
友
人

葬
で
た
の
む
、
と
相
談
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
学
会
の
友
人
葬
に
感
動
し
た
こ
と
が
、
入
会
の
直
接
の
動
機
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
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宗
務
院
・
宗
務
所
・
地
元
日
蓮
宗
僧
侶
の
尽
力
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
高
橋
一
淳
な
る
人
物
は
実
在
す
る
よ
う
だ
が
、
創
価
学
会
の
記

事
と
は
、
年
令
と
経
歴
も
ち
が
う
か
ら
、
本
人
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

当
方
の
調
査
で
は
現
在
六
十
七
歳
、
小
樽
問
答
当
時
は
日
蓮
宗
の
僧
侶
で
は
な
く
、
昭
和
五
十
年
の
僧
階
新
叙
後
に
札
幌
市
内
で
結
社

教
導
に
就
任
し
て
い
る
か
ら
住
職
で
は
な
く
、
同
五
十
年
に
本
人
の
事
情
で
結
社
を
解
散
し
僧
籍
を
削
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
日
蓮
宗
僧
侶

で
も
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
本
人
が
特
定
で
き
た
う
え
、
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
、
直
接
に
事
情
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
。

本
人
に
よ
る
と
、
自
分
は
創
価
学
会
に
は
入
っ
て
い
な
い
、
謗
法
払
い
は
し
て
い
な
い
、『
第
三
文
明
』
の
顔
写
真
は
自
分
に
ま
ち
が

い
な
い
が
、
そ
の
後
学
会
か
ら
一
切
連
絡
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

高
橋
一
淳
氏
が
入
会
し
た
と
い
う
平
成
十
二
年
一
月
二
日
は
、
日
蓮
宗
と
創
価
学
会
が
「
問
答
」
し
た
と
い
う
小
樽
問
答
か
ら
四
十
五

年
目
で
池
田
大
作
名
誉
会
長
の
誕
生
日
、
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
う
い
う
節
目
に
邪
教
身
延
派
の
僧
侶
が
入
会
し
た
こ
と
に
偉
大
な
意

義
が
あ
る
、
創
価
学
会
は
す
ば
ら
し
い
、
と
い
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
五
年
前
の
小
樽
問
答
四
十
周
年
の
折
に
も
「
聖
教
新
聞
」
平
成
七
年
三
月
十
一
日
付
社
説
で
、
日
蓮
宗
側
講
師
の
長
谷
川
義
一
は

顕
本
法
華
宗
の
僧
侶
、
と
揶
揄
し
た
。
こ
の
点
を
石
川
教
張
師
は
、『
日
蓮
宗
の
近
現
代
』
で
批
判
し
、
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
公
明
新
聞
平
成
十
二
年
五
月
十
日
付
座
談
会
記
事
で
、
石
橋
堪
山
師
が
総
理
大
臣
に
な
っ
た
と
き
権
大
僧
正
に
特
進
さ
せ
た
の
は

政
教
一
致

と
非
難
し
た
。
こ
の
点
は
中
濃
教
篤
師
が

直
後
発
行
の
「
仏
教
タ
イ
ム
ス
」
で
批
判
、
対
応
し
て
い
る
。

今
回
も
、
事
実
関
係
を
確
認
し
た
。
で
な
い
と
、
日
蓮
宗
僧
侶
が
創
価
学
会
員
に
な
っ
た
と
い
う
「
事
実
」
が
で
き
て
し
ま
う
。
小
樽

問
答
「
勝
利
」
は
、
創
価
学
会
で
は
「
事
実
」
な
の
で
あ
る
。

い
ま
創
価
学
会
は
、
他
宗
他
派
と
の
対
話
と
い
う
表
看
板
を
か
か
げ
て
は
い
る
が
、
実
態
は
、
他
宗
他
派
に
末
端
か
ら
浸
透
し
よ
う
と

す
る
「
総
体
革
命
」
路
線
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
握
手
を
求
め
な
が
ら
、「
邪
教
」
と
さ
け
ぶ
の
だ
か
ら
。
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防
非
止
悪
・
広
宣
流
布
を
め
ざ
す
教
化
の
現
場
で
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
事
実
を
確
認
し
、
批
判
す
べ
き
は
批
判
す
る
勇
気
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
祖
願
｜
お
祖
師
さ
ま
の
誓
願
｜
達
成
の
た
め
に
。

創
価
学
会
発
行
雑
誌
『
第
三
文
明
』
に
「
創
価
学
会
に
入
信
し
た
日
蓮
宗
住
職
高
橋
一
淳
」
と
記
載
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
の
現
地
調

査
報
告
。

調
査
日
時

第
一
回

平
成
十
二
年

十
月

十
日
（
火
）

十
一
日
（
水
）

第
二
回

十
二
月
十
一
日
（
月
）

十
二
日
（
火
）

調
査
場
所

北
海
道
札
幌
市

調
査
人
員

現
宗
研
主
任

影
山
教
俊

嘱
託

伊
藤
立
教

所
員

作
田
光
照

調
査
協
力

光
明
寺
住
職

田
中
文
教

調
査
事
情

『
第
三
文
明
』
平
成
十
二
年
六
月
号
に
、
小
樽
問
答
か
ら
四
十
五
年
目
の
今
年
一
月
、
日
蓮
宗
僧
侶
と
し
て
参
加
し
て
日
蓮

宗
敗
北
を
感
じ
て
い
た
高
橋
一
淳
な
る
者
が
、
友
人
葬
に
感
激
し
て
創
価
学
会
に
入
会
し
た
、
と
顔
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
宗
務
院
と
宗
務
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
十
九
年
度
牒
、
昭
和
五
十
一
年
結
社
教
導
職
就
任
、
昭
和
五
十
八

年
国
法
違
背
の
非
行
あ
り
昭
和
五
十
九
年
結
社
解
散
・
僧
籍
削
除
と
な
っ
て
お
り
、
小
樽
問
答
当
時
は
日
蓮
宗
僧
侶
で
は
な

い
ば
か
り
か
、『
第
三
文
明
』
記
事
と
年
齢
な
ど
で
相
違
が
多
い
。
行
方
不
明
の
た
め
、
本
人
確
認
と
内
容
確
認
の
た
め
、
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活
動
地
の
札
幌
市
で
調
査
し
た
。

調
査
内
容

本
人
の
現
住
所
が
特
定
で
き
、
直
接
面
会
し
た
。
創
価
学
会
に
は
入
っ
て
い
な
い
、
記
事
の
顔
写
真
と
姓
名
は
間
違
い
な

い
、
以
後
は
創
価
学
会
か
ら
連
絡
な
し
、
と
の
証
言
を
得
た
。

確
認
事
項

『
第
三
文
明
』
平
成
十
二
年
六
月
号
記
事
、
同
様
の
内
容
で
あ
る
創
価
学
会
機
関
紙
「
聖
教
新
聞
」
平
成
十
二
年
三
月
二
十

六
日
号
・
四
月
十
八
日
号
・
四
月
二
十
一
日
号
記
事
は
誤
り
で
あ
る
。
日
蓮
宗
新
聞
平
成
十
三
年
二
月
一
日
号
で
報
告
。
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現
代
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